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人 口 調 べ
( 昭和50年4 月1 日現在)

世 帯　　　　　　　196, 869

男　　　　　　　　308, 847

女　　　　　　　　300, 768

計　　　　　　　　609, 615

( 前月より565人減)

春の全国交通安全運動
―5 月12日から一斉に―

明治37～38年の日露戦争
6万人

昭和12～16年の日支事変
10万人

昭和16～20年の太平洋戦争
150万人

昭和49年中の交通事故
64万人

上
の
数
字
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
平
均
の
死
傷
者
の
数
で
す
。こ
れ

を
み
る
と
、昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故
死
傷
者
は
、日
露
戦
争
の
十

倍
、日
支
事
変
の
六
倍
、太
平
洋
戦
争
の
約
四
割
に
あ
た
り
ま
す
。

「
交
通
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ
の
数
字
か
ら
み
て

納
得
が
行
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
交
通
戦
争
」
に
は
終
わ

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
来
る
五
月
十
二
日
か
ら
全
国
一
斉
に
「
春
の
交
通

安
全
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
あ

な
た
も
交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い

道
路
は広
く

使
い
まし
ょ
う

あ
な
た
の
お
店
や
工
場
で
、
道
路
に

商
品
や
材
料
を
並
べ
た
り
、
漕
路
上
で

作
業
冷・し
こ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

道
路
や
歩
道
は
公
共
の
も
の
、み
ん

な
の
も
の
で
す
。
ま
し
て
、こ
の
よ
う

な
所
に
商
品
や
自
転
車
な
ど
を
並
べ
た

り
す
る
の
は
、
歩
行
者
な
と
の
じ
や
ま

に
な
る
ぱ
か
い
で
な
く
、
交
通
事
故
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

区
や
警
察
で
は

、
こ
の
よ
う
な
道
路

使
用
は
、
一
切
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

道
路
の
幅
を
狭
く
し
な
い
た
め
に
、

商
品
や
材
料
は
絶
対
に
置
か
な
い
よ
う

に
月
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

制
限
速
度
を

守
り
ま
しょ
う

車
を
運
転
し
て
い
る
あ
な
た
、
制
限

速
度
を
守
っ
て
い
ま
す
か

。

都
内
で
畦
特
定
道
路
を
除
き
、制

限
速
度
は
四
十
㌔
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
き
な
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
原
因
で
す
。
そ

し
て
、歩
行
者
が
儀
牲
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
制
限
速
度
を
守
る
と
、
次
の
よ

う
な
四
つ
の
得
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
速
度
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
を
t
こ
さ
な
い

○
ガ
ソ
リ
ン
の
節
約
に
な
る

○
騒
音
公
害
を
起
こ
さ
な
い

○
排
気
ガ
ス
の
公
害
が
少
な
く
な
る

ま
た
、
運
転
す
る
方
は
、
ど
ん
な
と

き
で
も
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り

走
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

歩道はいつも広く

横断歩道を歩きましょう

お
母
さ
ん
は

交通
安全の
先生

昭
和
四
十
四
年
多
-
ピ
ー
ク
に
年
々
交

通
事
故
は
馘
っ
て
い
ま
す
が
、
子
と
も

の
事
故
だ
け
は
、横
ば
い
の
状
態
で
す
。

そ
し
て
、
全
事
故
の
二
十
%
以
上
が
子

ど
も
の
琳
故
で
す
。

子
ど
も
は

、
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に

な
る
と
、
は
か
の
こ
と
は
全
く
考
え
な

く
な
り

、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
で

も
、
横
断
す
る
こ
と
だ
け
に
気
を
と
ら

れ
て
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の
で
す

。

子
と
も
の
交
通
事
故
が
減
ら
な
い
原

因
は
、こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、子
ど
も
の

安
全
教
育
や
し
つ
け
が
追
い
つ
い
て
い

け
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
の
力
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
の
交
通
安
令

の
先
生
は
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
で
す
。

近
所
で
事
故
の
起
き
や
す
い
所
、
正

し
い
横
断
の
仕
方
、
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
な
べ

箝
段
か
ら
よ
く
教
え
て

あ
け
て
く
だ
さ
い

。

手を かそう

ちっ ちゃな子 ども と

おとしより

急くほど

減らす燃料

増す危険

避難誘導標識
避難場所標示板を設置

区
が
昨
年
か
ら

進
め
て
き
ま
し
た

九
十
七
本
の
避
難

誘
導
標
識
と
十
七

の
避
難
場
所
標
示

板
の
設
置
工
事
が

完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
誘
導
標
識

は
、
ポ
ー
ル
か
グ

リ
ー
ン
で
、そ
の

上
に
あ
る
標
示
覩
が
濃
紺
の
地
に
白

色
の
文
字
で

、
避
難
場
所
の
名
称
と

方
向
を
示
す
矢
印
が
表
示
し
て
あ
り

ま
す
。

こ
の
矢
印
に
し
た
が
っ
て
避
難
す

る
と
避
難
場
所
へ
出
ら
れ
ま
す
。

避
難
場
所
標
示
板
の
ほ
う
は

、
全

体
を
グ
リ
ー
ン
の
ポ
ー
ル
で
囲
み
、

現
在
位
置
と
避
難
場
所
が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
想
さ
れ
る
災
害
発
生
時
の
混
乱

と
危
険
を
少
し
で
も
防
き
、
す
み
や

か
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
避
難
す
る

道
路
と
場
所
を
事
前
に

確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。ふ
だ
ん
の
心
が

ま
え
が
大
切
で
す
。

避難誘導標識 避難場所標示板

区
長
選
、区
議
選
終
る

投
票
率
区
長
選
60. 30
%
、区
議
選
60. 34
%

去
る
四
月
二
十
七
口
(
日
)
に
行
な

わ
れ
た
足
立
区
幾
・
足
立
区
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
結
果
は
、
二
十
四
年
ぶ
り

の
区
長
選
、
身
近
か
な
行
政
を
担
当
す

る
区
議
選
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
い
に

く
の
天
候
、
連
休
の
初
日
な
ど
か
か
さ

な
り
、
前
回
の
区
議
選
よ
り
一
五
%
も

低
く
、
区
長
選
六
〇
%
、
区
議
選
六
〇

%
の
投
票
率
で
し
た
。

結
果
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
区
長
選
挙

立
候
補
者
別
得
票
数

□
長
谷
川
ひ
さ
お
(
無
所
属
)

一
五
万
八
一
(
五
票

□
下
川
宏
(
無
所
属
)

五
万
三
七
四
六
票

□
せ
ぬ
ま
剛
(
無
所
属
)

一
万
二
七
七
〇
票

□
区
議
会
議
員
選
挙

党
派
別
当
選
人
数
(
定
数
五
十
六
)

◇
自
由
民
主
党
―
二
十
九
名

◇
公
明
党
=
十
二
名

◇
日
本
共
産
党
=
(

名

◇
日
本
社
会
党
=
五
名

◇
無
所
属
1

一
名

◇
民
社
党
=
〇
名

党
派
別
得
票
数

◇
自
由
民
主
党
=
一
一
万
四
一
九
・
〇

〇
四
票

◇
公
明
党
=
五
万
一
二
九
六
五
・
三
(
一

票
◇
日
本
共
産
党
=
一
万
(
六
こ
(
・
七

三
九
票

◇
日
本
社
会
党
=
二
万
五
三
(
(
・
七

六
四
票

◇
民
社
党
上
〔
七
〇
(
票

◇
無
所
属
=

一
万
二
七
九
・
〇
二
(
票

◇
諸
派
=
五
二
九
・
(
い
(
六
票

※
小
数
点
以
下
の
數
は
按
分
票
で
す
。

(
按
分
禀
と
は
、
同
姓
、
ま
た
は
同
名

の
候

補

者

が
あ

っ
た

場

合

、
そ

の

候

補

者

に
法

令

で

定

め

た

計

算

方

法

で

分

け

た

槊
の

こ

と
)

。

当
選

者

の

氏

名
(

得

票

順

・
敬

称

略
)

注
…
(
　
)
内
の
文
字
は
、上
段
が
党

派
名
の
略
(
白
・
・
・
自
由
民
主
党
　
公
・
・
・

公
明
党
　
社
・
=
日
本
社
会
党
　
共
…
日

本
共
産
党
　
民
・
・
・
民
社
党
　
無
=
・
無
所

属
)
、
下
段
は
、
新
・
前
・
元
の
別
。

な

お

、氏

名

は
届

出

の

文

字

に

よ

る

。

□
ふ
じ
な
み
正
寿
(
無
・
新
)
　
□
す

ず
き
進
(
自
・
前
)
　
□
向
後
昭
三
(
公

・
前
)
　
□
齊
藤
(
郎
(
公
・
新
)
　
□

小
久
保
ま
さ
か
つ
(
公
・
前
)
　
　
□

い
い
だ
豊
彦
(
公
・
新
)
　
□
吉
田
小

重
郎
(
公
・
前
)
　
囗
鈴
木
秋
蔵
(
自

・
前
)
　
□
八
田
正
和
(
公
・
前
)
　
□

倉
持
で
ん
じ
(
公
・
前
)
　
□
大
神
　

田
貞
英
(
自
・
前
)
　
囗
宮
原
進
(
公
　

・
前
)
　
□
あ
だ
ち
正
興
(
自
・
前
)
　
□

浅
田
良
作
(
自
・
新
)
　
□
白
村

益
治
郎
(
公
・
前
)
　
□
竹
ノ
下
す
け

お
(
公
・
前
)
　
□
岡
安
孝
明
(
公
・

前
)
　
□
清
水
大
蔵
(
自
・
前
)
　
□

藤
木
二
幸
(
自
・
前
)
　
□
ふ
じ
ら
い

勇
(
自
・
前
)
　
□
永
島
安
三
(
公
・

前
)
　
□
冨
沢
孝
之
(
自
・
前
)
　
□

伊
原
光
一
　
(
自
・
新
)
　
□
石
川
千
代

子
(
共
・
新
)
　
□
し
ま
ざ
き
義
雄
(
自

・
新
)
　
囗
川
崎
忠
次
郎
(
自
・
前
)
　
□

古
性
　
匱
(
自
・
前
)
　
□
さ
さ

き
弘
吉
(
自
・
前
)
　
□
し
な
し
清
治
　

(
自
・
前
)
　
□
杉
山
秀
雄
(
自
・
新
)
　
□

近
藤
弥
之
吉
(
自
・
前
)
　
□
中

川
外
行
(
社
・
前
)
　
囗
立
岡
正
子
(
共
　

・
前
)
　
□
川
下
政
信
(
自
・
新
)
　
□

茂
出
木
市
蔵
(
自
・
前
)
　
□
森

信
雄
(
自
・
前
)
　
□
い
し
な
べ
源
一

郎
(
自
・
前
)
　
□
小
野
実
(
共
・

新
)
　
□
鈴
木
つ
き
お
(
自
・
前
)
　
□

渡
辺
修
次
(
共
・
前
)
　
□
鈴
木
金

治
郎
(
自
・
前
)
　
□
神
谷
康
偖
(
自

・
前
)
　
□
白
石
正
輝
(
自
・
前
)
　
□

渡
辺
や
す
の
ぷ
(
共
・
前
)
　
□
鈴

木
仲
二
(
社
・
前
)
　
□
な
が
し
お
英

治
(
自
・
新
)
　
囗
榊
原
　
茂
(
共
・

前
)
　
□
若
月
勇
(
社
・
前
)
　
□

平
沢
太
郎
(
自
・
新
)
　
□
北
詰
光
男
　

(
社
・
前
)
　
□
菅
原
か
お
る
(
共
・

前
)
　
□
五
十
嵐
つ
ね
お
(
共
・
前
)

口
井
上
市
E
郎
(
自
・
前
)
　
□
佐
藤

英
一
郎
(
自
・
前
)
　
□
石
川
留
吉
(
社

・
前
)
　
□
須
賀
と
し
お
(
無
・
新
)

本
木
東
保
育
園
七
月
に
開
園

保
育
園
児
を
募
集
し
ま
す

区
立
の
保
育
園
と
し
て
は

、
四
十
(

番
目
の
本
木
東
保
育

園
が
近
く
完
成

し

、
七
月
に
開
園
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で

、
次
の
要
領
で
保
育
園
児
を

募
集
し
ま
す
の
で
入
園
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い

。

申
込
期
間
　
五
月
十
九
日
(
月
)
か
ら

五
月
三
十
一
日
(
土
)
正
午
ま
で

申
込
場
所
　

あ
な
た
の
お
住
ま
い
を
管

轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
ど
う
ぞ

◇
足
立
福
祉
穰
務
所
　
千
住
柳
町

】二
-

五
　
　
(
(

【
上

元

四
一

◇
中
部
福
祉
事
務
所
　
関
原
二
丁
目
一

〇
I

】○
　
　
(
(

九
-
一
四
【

】

◇
同
分
室
　
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
-
一

七
　
　
(
(

三
上
(

八
〇
〇

◇
東
部
福
祉
事
務
所
　
東
綾
瀬
一
丁
目

五
I
一
七
　
　

六
〇
五
!
七
一
〇
五

◇
西
部
福
祉
事
務
所
　
鹿
浜
二
丁
目
二

四
一
二
　
　
(

九
七
-
五
〇
二

用
意
す
る
も
の

○
昭
和
四
十
九
年
度
特
別
区
民
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明
書
、
特
別

徴
収
通
知
書
、
納
税
通
知
書
の
い
ず

れ
か
)

○
昭
和
四
十
九
年
分
所
得
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
課
税
証
明
書
、
源
泉
徴
収

票
、
納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

○
昭
和
四
十
九
年
度
固
定
資
産
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持

ち
の
方
だ
け
)

○
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く

た
さ
い
。

な
お
、
同
時
に
七
月
に
開
館
さ
れ
る
本
木
児

童
館
の
案
内
は
、
六
月
二
十
日
号
の

一

区
の
お
知
ら
せ
」
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

5月のセンター・児童館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

■
つ
ま
み
画
教
室
-
十
九
日
(
月
)
午
後
一
時
・
・
・
材
料
費
千
三
百
円

■
文
学
教
室
―
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
資
料
百
五
十
円
■

絵
画
教
室
-
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
―
十
一
日
(
日
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
一
四
六
六
一

■
老
人
将
棋
大
会
1
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・
定
員
四
十
名
、

申
込
み
受
付
は
十
三
日
(
火
)
か
ら
　
■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
―
十
二

日
(
月
)
・
十
四
日
(
水
)
午
後
三
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
-

十
七

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
「九
七
-
五
〇
一
六

■
老
人
生
花
教
室
-
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
健
康

相
談
-
十
三
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
・
=
定
員
二
十
名

■

千

住

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー
　
　
(
(

二
上

一
七
六
五

■
老
人
舞
踊
教
室
丿
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
健

康
相
談
-
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
老
人
ペ
ー
パ
ー
フ

ラ
ワ
ー
教
室
-
二
十
三
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
員
二
十
名
■

老
人
演
芸
大
会
-
三
十
日
(

金
)
午
前
十
時
=
・
定
員
六
十
名

、
七

日
か
ら
申
込
み
受
付
中

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
バ
レ
ー
あ
そ
び
―
十
三
日
(
火
)
午
後
二
時
　
■
絵
か
き
あ
そ
び
―

十
四
日
(
水
)
午
後
一
一
時
　
■
子
ど
も
映
画
会
-
十
七
日
(
土
)

午
後
三
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　
九
二
〒
三
四
ニ
ー

■
開
館
二
周
年
祭
-
十
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
・
・
・
映
画
会
、十

一
日
(
日
)
午
前
十
時
・
=
模
ギ
店
　
■
老
人
舞
踊
教
室
―
十
七
日
(
土
)

午
前
十
時
　
■
老
人
華
道
教
室
-
二
十
日
(
火
)
午
前
十
時
　
■
音

楽
教
室
―
二
十
五
日
(
日
)
午
前
九
時
　
■
母
と
子
の
つ
ど
い
一
二

十
二
日
(
木
)
午
前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
(
ニ
ー
⊇
一
(

■
母
と
子
の
集
い
―
十
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
た
て
ぶ
え
ク
ラ
ブ
―

十
五
日
(
木
)
午
後
二
時
　
■
老
人
生
花
教
室
―
十
三
日
(
火
)

午
前
十
時
三
十
分
・
=定
員
二
十
名
　
■
老
人
民
謡
教
室
-
二
十
一
日

(水
)
午
後
一
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
(
五
〇
!
(
(
〇
一

■
英
会
話
ク
ラ
ブ
―
五
月
十
七
日
'
f
九
月
二
十
七
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
午
後
二
時
か
ら
=
・
対
象
-
区
内
の
中
学
二
年
生
　
定
員
-
先
着

四
十
五
名
　
教
材
費
は
自
己
負
担
　
申
込
み
は
五
月
十
百
(
日
)

か
ら
　
■
ギ
タ
ー
教
室
―
五
月
十
七
日
?
九
月
二
十
九
日
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
午
後
六
時
か
ら
・
=対
象
-
一
般
区
民
(
初
心
者
)
　

定
員
-

先
着
五
十
名
　
教
材
費
-

自
己
負

担
　
申
込
み
は
五
月
十
二
日

(
月
)
か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
(
五
〇
-
二
六
一
七

■
子
ど
も
映
画
会
-
十
七
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
七
宝
焼

教
室
―
二
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
　
■
母
と
子
の
つ
ど
い
―
十
日
　

(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

□
中
央
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　
(
四
〇
一
四
六
四
六

■
講
演
会
―
十
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
・
演
題
-
法
輪
寺
の
塔

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>

■ 区役所(教育委員会も含む) 882―1111　第二庁舎889―6161　足立福祉事務所888―3141　中部福祉事務所889―1481　東部福祉事務所605―7105　西部福祉事務所897―5011
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あ
な
た
の
手
で
緑
の
町
に

―
―
苗
木
の
配
布
な
ど
実
施
―
―

K
で
は
、町
に
綵
を
増
や
し
、み
な
さ
ん
が
・
緑
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、公
共
施
設
へ
の
積
極
的
な
植
樹
、苗
木
の
配
布
、

鱸
木
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。緑
は
生
卮
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。区
民
の
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
積

極
的
に
「緑
を
増
や
そ
う
」考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
苗
木
の
無
料
配
布

―
―
申
込
み
は
お
早
く
―
―

昨
年
は
、
実
の
な
る
木
を
主
に
、
五

糯
類
一
万
五
千
本
を
無
料
配
布
し
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
花
に
香
り
の
あ
る
木

を
中
心
に
四
種
類
一
万
一
千
本
用
意
し

ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
次
の
要
領
で
お
皐

め
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
「
往
復
は
が
き
」
で

、
下

記
の
記
入
例
に
よ
り
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
一
世
帯
一
枚
(
一
本
)
に
限

り
ま
す
。

申
込
締
切
　

五
月
丿
五
日
(
木
)
ま
で

に
、
区
役
所
へ
到
着
し
た
も
の
。

苗
木
の
種
類
・
配
布
本
数

・
く
ち
な
し
0
高
さ
約
4
0
㌢
㍍
。成
木

に
な
る
と
約
四
㍍
の
常
緑
樹

。
六
月

～
七
月
頃
に
白
い
花
が
咲
き
ま
す
。

・・・
四
千
本

・
じ
ん
ち
さ
つ
げ
l
高
さ
約
4
0
㌢
㍍
。

成
木
に
な
る
と
約
2
㍍
の
常
緑
樹

。=
7

四
月
に
黄
白
色

、
ま
た
は
紫
白

色
の
花
が
咲
き
ま
す
。・・三

千
本

・
み
か
ん
I
高
さ
約
6
0
㌢
㍍
。成
木
に

な
る
と
約
3
㍍
の
常
緑
樹

。
五
月
頃

白
い
花
が
咲
き
ま
す
。
…
二
千
本

・
も
く
せ
い
l
高
さ
約
8
0
㌢
㍍
。成
木

に
な
る
と
約
5
㍍
の
常
緑
樹

。
十
月

頃
黄
磴
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。・
三

千
木

配
布
時
期
・
場
所
　

左
表
の
よ
う
に
な

つ
て
い
ま
す
の
で

、
あ
な
た
の
都
合
の

よ
い
場
所
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

配
布
時
問
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
で
す
。

●
植
木
ま
つ
り
へ

ど
う
ぞ

す
で
に
「
区
の
お
知
ら
せ
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
「
植
木
ま
つ
り
」
今
次

の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い

。

開
催
中
は

、
庭
木
や
鉢
物
な
ど
を
割

安
な
価
格
で
販
売
す
る
植
木
店
が
出
る

ほ
か
、緑
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
、

畑
土
を
希
望
者
に
お
分
け
し
ま
す
。

開
催
日
　
五
月
十
日
(
土
)
・
十
一
日
(

日
)
　

い
ず
れ
も
、
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
七
時
ま
で

会
場
　
竹
の
塚
駅
東
口
先
の
区
立
竹
の

瞿
第
五
公
園
に
そ
っ
た
商
店
街

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

開
催
中
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
(

時
ま
で
、
会
場
内
へ
の
車
の
進
入
、
お

よ
び
付
近
の
路
上
駐
車
が
禁
止
と
な
り

・
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
配
布
・
植
木
ま
つ
り
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
区
役
所
緑
化
係
へ
。

苗木の無料配布

配布場所および期日

みんなの
豆
知識
広
報
映
画
と

区
の
お
知
ら
せ

(
問
)
　

足

立

区

に

住

ん

で

三

年

た

ち

ま
し

た

。
区

内

の

こ

と

を

知

り

兄

い

と

勉

強

し

て

い

ま

す

。
ほ

の

映

諞

が
あ

れ

ば

子

供

た

ち

に

も

見

せ

て

や

り

た

い

と

思

い

ま

す

。
も

し

あ

る

な

ら

佃

人

で

も

借

り

ら

れ

ま

す

か

。

ま

た

素

人

で

も

う

つ

せ

ま

す

か

。
教

え

て

く

だ

さ

い

。

(
答
)
　

映

画

は

広

報

課
で

、
昭

和

四

卜
(

年

か

ら

毎

年

作

っ
て

い

ま

孑

。
現

在

お

貸

し

で

き

る

フ

イ

ル

ふ

は

二

作

品

あ

り

ま

す

。

第

一

作

は
「
私

た

ち

の

足

岸

施

股

編
で

、
区

民

の
方

が
利

用

で

き

る
区

の

施

設

を

中

心

に

ま

と

め

ま
し

た

。

第

二

作

は

『
私

た

ち
の

足

立

』
四

季

綢
で

、
区

民

の

生

活
の

中

に

あ

る

四
季
の
う
つ
り
か
わ
り
を
、
風
物
畤

的
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
は
十
六
ミ
リ
と
(
ミ
リ

の
二
種
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す

お
申
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
1
6ミ
リ
フ
イ
ル
ム

資
格
-
団
体
登
録
が
必
要

貸
付
期
間
―
三
日
間

申
込
み
I

便
用
三
日
前
ま
で
に
中

央
図
薺
館
フ
ィ
ル
ム
・
・
7
・
ブ
ラ

リ
ー
ヘ
　
　
(

四
〇
-
‘四
六
四
六

▽
8
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

ち
ょ
っ
と
し
た
会
合
や
ご
家
庭

な
ど
、小
人
数
で
見
る
と
き
ど
う

ぞ
。カ
セ
〃
卜
式
映
写
機
を
つ
け

て
お
貸
し
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ワ
ン
タ
・
チ
で
簡
瞰
に
操
作
で

き
、音
も
カ
ラ
ー
も
十
六
ミ
リ
に

す
こ
し
も
お
と
り
ま
せ
ん
。

貸
付
期
間
-
三
日
問

申
込
み
―
使
用
三
日
前
ま
で
に
区

役
所
広
報
課
へ
。佃
人
で
も
結
榊

で
す
。

※
い
す
れ
も
無
料
で
す
。

(
問
)
　
区
の
お
知
ら
せ
は
新
聞

折
込
み
で
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
新

聞
を
と
っ
て
い
な
い
も
の
は

、
ど
こ

か
で
も
ら
え
ま
す
か

。
な
る
べ
く
家

に
近
い
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
答
)
　

あ
な
た
の
お
近
く
の
出

張
所
に
I
い
て
あ
り
ま
す

。
ま
た
区

内
の
各
駅
に
広
報
ス
タ
ン
ド
を
設
け

て

、発
行
ご
と
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
の
あ
る
駅
は
次
の
と
お

り
で
す
。

国
鉄
(

北
千
住
、
亀
有
)
地
下
鉄

(
綾
瀬
)
東
武
(
北
千
住
・
牛
田

・
五
反
野
・
西
新
井
・
竹
の
塚
)

京
成
(
千
住
大
橋
・
京
成
関
屋
)

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

足
立
、
千
住
保
健
所
で
は
、
こ
と
し

第
一
回
の
狂
犬
病
予
院
注
射
と
畜
犬
登

録
の
出
張
受
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

登
録
手
数
料
三
〇
〇
円
、
注
射
手
数

料
六
四
〇
円
、
注
射
済
証
六
十
円

※
〔
　

〕
内
は
、
雨
天
の
場
合
に
実
施

す
る
予
備
日
で
す
。

▽
五
月
卜
二
日
(
月
)
j
東
和
保
健
相

談
所
、
清
徳
寺
、
第
四
出
張
所
〔
予
備

日
二
十
二
日
〕
　
▽
j
三
日
(
火
)
I

柳
野
稲
荷
、
柳
原
神
社
、
第
二
十
出
張

所
〔
予
備
日
二
十
茴
‥
‥
〕
　
▽
十
四
日
　

(
水
)
1
第
十
二
出
張
所
ギ
住
神
社
、

第
十
二
出
張
所
〔
予
備
日
二
十
六
日
〕

▽
十
五
日
(
木
)
I
大
川
町
公
園
、
第

十
(
出
張
所
、
北
鹿
浜
交
通
公
園
〔
予

備
日
二
十
七
日
〕
　
▽
土
(
日
(
金
)
-

東
綾
瀬
出
張
所
、
足
立
区
役
所
仲
町

分
室
〔
予
備
日
ニ
ャ
ハ
日
〕
。

以
上
の
場
所
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
土
m
午
ま
で
。

▽
五
月
寸
二
日
(
月
)
-

第
十
四
出
張

所

、
第
十
九
出
張
所
〔
予
備
日
二
十
二

日
〕
　
▽
十
三
囗
(
火
)
I

第
六
出
張

所
隣
り
児
童
遊
園
、
伊

興
西
っ
り
堀

〔
予
備
日
二
十
三
日
〕
　
▽
十
四
只

水
)
-

興
野
町
公
民
館

、
本
木
西
氷
川
神
社

〔
予
備
日
二
十
六
日
〕
　
▽
十
五
見

木
)
-

梅
田
赤
不
動

、
東
栗
原
出
張
所
〔
予

備
日
二
十
七
日

〕
　
▽
十
六
日
(
金
)
-

島
根
鷲
神
社
、
区
役
所
第
二
庁
舎
〔
予

備
日
子

に
八
日

〕
　
▽
十
九
日
(
月
)
!

西
新
井
大
師
門
前
、
第
十
七
出
張
所

〔
予
備
日
二
十
九
日
〕
　
▽
二
十
日
(
火
)

一
i
関
原
不
動
内

、
第
士
(
出
張
所
〔
予

備
日
三
十
日
〕
　
▽
二
十
一
凵
(
水
)
-

第
卜
五
出
張
所

、
足
立
保
健
所
〔
予

備
日
六
月
二
日

〕

以
上
の
場
所
は
い
ず
れ
も
午
後
-
1
時

E
j
分
～
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
。

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切

胃
・
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
冶
療
が
大

切
で
す
。
毎
年
一
叫

定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。

□
子
宮
が
ん
検
診

実

施

月

日
I

足

立

保

健

所

管

内

上
(

月

四

日
(

水
)

・

五

口
(

木
)

・

六

日
(

金
)
　

千

住

保

健

所

管

内
・・
・
七

月

一
日
(

火
)

対
象
-
足
立
保
健
所
、
千
庄
保
健
所
管

内
に
居
住
の
三
十
歳
以
上
の
女
性

会
場
-
カ
ン
検
診
セ
ン
タ
ー

囗
胃
の
検
診

対
象
-
足
立
保
健
所
、
千
住
保
健
所
管

内
に
居
住
の
三
十
五
歳
以
上
の
方

実
施
月
日
お
よ
び
会
場
―
六
月
四
日

(
水
)
・
五
日
(
木
)
・
:
ガ
ン
検
診

セ
ン
タ
ー
　
六
月
十
三
日
(
金
)
・

土
(
口
・
(
月
)
…
足
立
保
健
所
　

六
月
十
六
日
(
月
)
:
注

北
保
健
相

談
所
　
六
月
二
十
四
日
(

火
)
:
半

住
保
健
所
　
六
月
ニ
ト
五
日
(
水
)

…
東
和
保
健
相
談
所

事業所統計調査に
ご協力ください

総
理
府
統
計
局

で
は
、
三
年
ご
と

に
事
業
所
統
計
調

査
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
そ
の
年

に
あ
た
り
、
五
月

卜
五
日
現
在
、
事

業
を
営
ん
で
い
る

す
べ
て
の
事
業
所

に
対
し
調
査
を
行

な
い
ま
す
。

調
査
の
目
的

は
、
事
業
活
動
の

状
態
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
は
握

し
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
す
。

当
ぼ
で
も
、
今
月
中
旬
か
ら
調
査
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
事
業
所
に
対
し
調

査
貝
が
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に

は
、
調
査
に
ご
協
力
く
た
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
統
計
係
へ
ど

う
ぞ
。

あ
な
た
も
ど
う
ぞ

青
年
文
化
教
室

若
い
男
女
の
み
な
さ
ん
。
余
暇
を
有

意
義
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

区
で
は

、
第
三
十
二
回
青
年
文
化
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

科
目
-
話
し
方
(
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ

の
話
し
方
)

、
生
花
(
池
の
坊
)

定
員
―
両
科
目
と
も
五
十
名

期
間
―
五
月
十
三
日
(
火
)
ヱ
(
月
十

九
日
(
木
)

ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜

日
(
延
べ
十
二
日
間
)

場
所
-
足
立
区
青
年
館
(
大
師
前
駅
下

車
)

時
間
―
午
後
六
時
三
十
分
～
(
時
三
十

分
受
講
対
象
者
―
区
内
に
在
住
、在
動
の

十
六
歳
以
上
二
十
五
歳
ま
で
の
青
年

男
女

受
講
料
―
無
料
(
教
材
費
は
実
費
負
担

で
す
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
-
足
立
区
青
年

鮑
　
(

九
つ
1
0
0

六
一

※
申
込
み
は
、
五
月
七
日
(
水
)
か
ら

受
付
中
で
す
。
電
話
か
直
接
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

建
築
物
の
定
期
報
告
を

お
忘
れ
な
く

ビ
ル
火
災
に
よ
る
人
身
事
故
が
あ
と

を
た
ち
ま
せ
ん

。

建
築
基
準
法
で
は
、建
物
の
持
主
ま

た
は
管
理
者
に
、安
全
・
防
火
・
避
難

施
設
の
状
況
を
定
期
的
に
、資
格
の
あ

る
若
に
検
査
さ
せ
、報
告
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
浴
場
、
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
y
卜
等
が
該
当
し
ま
す
。

お
忘
れ
な
く
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

報
告
期
間
-

四
月
一
日
～
九
月
ニ
ト
川

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
―

区
役
所
都
市
整
備
課
計
画
係

軽自動車(三・四輪車) を使用

している皆様へ! !

◎ 軽自鋤車の継続検重中鏑の際は
雛続検竃用納税証明耋が必要と

なりますので人切に保存して'ド
さい。

◎ 昭和48年S月3011以舶に届出し
た軽臼動申は昭和50年9月末H
までに車検を受11なl l れぱなり
ません。

◎ まだ奉検のすんでいない力は啝

検の期破が定められていま' j 'の
で確圃のl l . 翊やかに・iけてド
さい。

東京都陸運事務所
特種法人軽自動車検査協会東京主管事務所

住　所　港区潯3- 3- 7
TEL　472- 1561～3

区民スポーツ教室

※ 実施の時間は各会場とも午後6時30分から8時30分までです。
● 参加できる方　15歳以上の一般区民( 区内在住在助劃商校生を除く。
● 参加の方法　利用の当日会場に備付の登録簿に記入して入館証を受けてく

ださい。入館証を持参すれば、いつでもこの黔窒に
参加できます。

● 参 加 費　 無　 料
● 用具　各スポーツ用具は会場に備付けてあります。

掲
示

板

■

愛

の

献

血

に

ご

協

力

を

五
月
の
献
血
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
二
十
日
(
火
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
三
日
(
金
)
東
部
セ
ン
タ
ー

▽
二
十
七
口
(
火
)
興
本
か
学
校

▽
三
十
日
(
金
)
北
千
僅
駅
西
口

時
間
は
、午
前
十
時
か
ら
午
後
『

時
ま
で
で
す
。(
昼
食
休
け
い
時
間

…
午
前
十
一
時
三
十
分
～
午
後
○
時

三
十
分
)

■

区

職

員

募

集

職
種
-
保
母

採
用
人
員
―
四
名

勤
務
先
―
健
全
の
家
(
神
明
南
町
(

(
)

応
募
賢
格
-
年
齢
膺
四
卜
歳
未
濟
で

保
母
資
格
の
あ
る
方

応
募
方
法
-
職
員
課
人
ポ
第
一
係
匚

履
歴
書
を
一
通
提
出
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先
―
区
役
所
職
貝
靉
人

事
第
一
係

■

土

盛

資

金

を

貸

付

道
路
整
備
や
地
盤
沈
下
な
ど
で
お

住
ま
い
の
家
屋
が
、
降
雨
時
に
浸
水

し
て
お
困
り
の
方
、
ま
た
、
交
通
騒

音
等
で
お
困
り
の
方
へ
防
除
賢
金
の

一
部
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
二
十
一
件
、
総
額
九

百
九
十
九
万
円
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に
実

施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
区
役
所
環
境
課
へ

■
荒
川
河

川
敷
緑
地

の
野

球
場
を
貸
出

区
で
は
、四
月
一
日
付
で
都
か
ら

移
管
さ
れ
た
荒
川
河
川
敷
緑
地
の
野

球
場
を
次
の
と
お
り
賃
出
し
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
日
―
六
月
】
日
(
日
)

受
付
開
始
日
-
五
月
卜
二
日
(

月
)

午
前
(
時
三
十
分
か
ら

場
所
―
区
役
所
七
階
会
議
室

方
法
-

抽
選
(

た
だ
し
午
前
九
時
ま

で
に
受
付
け
を
済
ん
だ
方
)

使
用
料
―
無
料
(
バ
・
ク
ネ
y
卜
、

ベ
ー
ス
板
等
の
用
具
は
、
使
用
者

が
各
自
用
意
を
し
て
く
だ
さ
い
)

※
こ
の
野
球
場
は
、
昨
年
九
月
の
台

風
後
の
補
修
が
不
十
分
で
す
が
、X

民
の
み
な
さ
ん
の
使
用
に
対
す
る
ご

希
望
が
強
い
た
め
賃
出
し
を
す
る
も

の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
体
育
課

体
育
管
理
係
へ
ど
う
ぞ
。

■

生

鮮

食

料

品

の

安

売

り

デ

ー

<
豚
肉
>

五
月
十
日
(
土
)
・
二
十
四
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
で
販

売
し
ま
す
。

<
鮮
魚
>

五
月
十
六
日
(
金
)

※
青
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
魚
屋
さ
ん

で
販
売
し
ま
す
。

■

職
業
訓
練

生
募
集

同
和
対
策
事
業
と
し
て
の
製
靴
科

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
-
一
年

特
典
-
授
業
料
は
無
料
、
受
講
奨
励

措
置
が
あ
り
ま
す

選
考
日
-
五
月
十
三
日
(
火
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
-
都
立
足
穹

高
等
職
業
訓
練
校
台
東
分
校
(
{
[

東
区
橋
場
一
一
一
上
(
東
京
都
糜

業
労
働
会
館
内
　
(

七
六
-
二
九

六
一
)
へ

■
図
書

館
休

館
の

お
知
ら
せ

次
の
各
図
書
館
で
は
、図
書
の
特

別
盤
理
を
行
な
う
た
め
、左
記
の
と

お
り
休
館
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

□
新
田
・
常
東
・
花
畑
図
書
館
―
五

月
十
九
日
(
月
)
か
ら
五
月
三
十

一
日
(
土
)
ま
で

□
中
央
・
千
住
・
宮
城
・
中
川
図
書

館
―
六
月
一
日
(
日
)
か
ら
六
月

十
五
日
(
日
)
ま
で

たばこは区内で買いましょう

昨 年 度 は

11億4千万円

た ば こ 消 費 杖

か 区 に は い り

ま し た

本 年 度 は1 本 に 付 溟)銭 が 区 に は い り ま す

訂
正
と

お
わ
び

「
区
の
お
知
ら
せ
」
四

月
二
十
日
号
の
「
肉
の

安
売
り
価
格

一一
の
欄
で

、
一
部
誤
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

、
次
の
よ
う

に
訂
正
し
お
わ
ひ
い
た
し
ま
す
。

(
誤
)
組
合
の
指
4
価
格
の
一
五
%

ヱ

ー○
%
安

(
正
)
平
常
価
格
の
一
五
%
ヱ
ー
O

%
安

※
「
足
立
の
史
話
」
は
、
紙
面
の
都

合
に
よ
り
、
休
戴
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

■ 自動車税納期は5月31日です。身体障害者の自動車税は、申請があれば減免になります N. NO　215, 000


